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水郷潮来あやめまつり（茨城県潮来市） 編集部撮影

　昭和27年にはじまった歴史あるまつりで、まつりの開催中は手漕ぎの「ろ舟遊覧」や「嫁入り舟」の運行等で水郷情緒を
存分に楽しめます。園内には、約500種100万株のあやめ（花菖蒲）が植えられており、見頃を迎えると一面に咲き誇ります。
 （カラー版は https://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

特別教育用テキストのご案内

（当協会の各事務所・本部において販売しています。お問合せください。）

クレーン運転の特別教育の教材とし
て、判りやすく解説しています。

議事 1．令和３年度事業報告及び収支決算報告
　　 2．令和４年度事業計画及び収支予算審議
　　 3．役員改選

令和４年度

令和４年 23 2木

（江東区亀戸1-43-22）
（JR総武線「亀戸駅」北口　徒歩4分）

第62回溶接競技会　表彰式は行ないますが、懇親会は中止
いたします。何卒ご理解を賜りたくお願い申し上げます。
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新型コロナウイルス感染症に関する情報：
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html

https://www.wbgt.env.go.jp/熱中症に関する詳しい情報：厚生労働省
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〈石綿事前調査結果の報告について〉
　2022年4月1日以降に着工する解体・改修工事を対象として、石綿に関する事前調査結果を、労働基準監督署・自治体に報告する制度がはじま
りました。

〈事前調査とは〉　�施工業者は、建築物・工作物等の解体・改修工事を行う際には、工事の規模、請負金額にかかわらず、事前に法令に基づく石綿�
（アスベスト）の使用の有無の調査（事前調査）を行う義務があります。

〈事前調査結果の報告とは〉　�事前調査は原則全ての工事が対象です。一定規模以上の工事は、あらかじめ施工業者（元請事業者）が労働基準監
督署と自治体（自治体への報告は大気汚染防止法に基づくもの）に対して、事前調査結果の報告を行う必要があり
ます。また、調査結果の記録を３年間保存することも義務付けられています。なお、石綿が含まれている保温材等
の除去等工事の計画は14日前までに労働基準監督署に届け出ることが義務付けられています。

〈事前調査結果の報告の対象となる工事および規模基準〉
◆報告が必要な工事
①�解体部分の床面積が80m2以上の建築物の解体工事…建築物の解体工事とは、建築物の壁、柱および床を同時に撤去する工事が対象です。
②��請負金額が100万円以上の建築物の改修工事…建築物の改修工事とは、建築物に現存する材料に何らかの変更を加える工事であって、建築物
の解体工事以外のものをさします。請負金額は、材料費も含めた工事全体の請負金額をさします。

③��請負金額が100万円以上の以下の工作物の解体工事・改修工事・反応槽、加熱炉、ボイラー、圧力容器・配管設備（建築物に設ける給水・排水・
換気・暖房・冷房・排煙設備等を除く）

　�◦焼却設備・煙突（建築物に設ける排煙設備等を除く）　◦貯蔵設備（穀物を貯蔵するための設備を除く）　◦発電設備（太陽光発電設備・風
力発電設備を除く）　◦変電設備、配電設備、送電設備（ケーブルを含む）　◦トンネルの天井板　◦プラットホームの上家、鉄道の駅の地下
式構造部分の壁・天井板・遮音壁、軽量盛土保護パネル
④�総トン数が20トン以上の船舶の解体工事、改修工事
◆電子システムで報告が必要な内容
・�事業者の名称・住所・電話番号・労働保険番号、現場の住所、工事の名称・概要・工事期間・事前調査の終了年月日、事前調査を実施した者の氏名�
等・工事対象の建築物・工作物・船舶の新築等工事の着工日、構造の概要・床面積（建築物の解体工事）または請負金額（建築物の改修工事、
工作物の解体又は改修工事）・石綿作業主任者の氏名・事前調査結果の概要（材料ごとの石綿使用の有無、判断根拠）・作業の種類・切断等の
作業の有無・作業時の措置
◆報告の方法
・複数の事業者が同一の工事を請け負っている場合は、元請事業者が請負事業者に関する内容も含めて報告する必要があります。
・�平成18年９月１日以降に着工した工作物、船舶について、同一の部分を定期的に改修する場合は、一度報告を行えば、同一部分の改修工事に
ついては、その後の報告は不要です。
　なお、事前調査結果報告システムを使用すれば１回の操作で労働基準監督署と自治体の両方に報告することができます。

〈令和５年10月以後の資格者調査について〉
令和５年10月１日以後、建築物の事前調査は必要な知識を有する以下の資格者等に依頼する必要があります。
◆建築物の事前調査を実施することができる者
・特定建築物石綿含有建材調査者　　　　・一戸建て等石綿含有建材調査者（一戸建て住宅、共同住宅の住戸の内部に限定）
・一般建築物石綿含有建材調査者　　　　・令和５年９月までに日本アスベスト調査診断協会に登録された者
◆船舶の事前調査を実施することができる者
・�小型船造船業法に基づく主任技術者や建築物石綿含有建材調査者等であって、石綿や船舶等に係る一定の教育を受け修了考査に合格した者�
（別途告示で定める予定）
◆分析調査を実施することができる者
・厚生労働大臣が定める分析調査者講習を受講し、修了考査に合格した者
・�公益社団法人日本作業環境測定協会が実施する「石綿分析技術の評価事業」により認定されるAランク若しくはBランクの認定分析技術者又は
定性分析に係る合格者
・一般社団法人日本環境測定分析協会が実施する「アスベスト偏光顕微鏡実技研修（建材定性分析エキスパートコース）修了者」
・一般社団法人日本環境測定分析協会に登録されている「建材中のアスベスト定性分析技能試験（技術者対象）合格者」
・一般社団法人日本環境測定分析協会が実施する「アスベスト分析法委員会認定JEMCAインストラクター」
・�一般社団法人日本繊維状物質研究協会が実施する「石綿の分析精度確保に係るクロスチェック事業」により認定される「建築物及び工作物等
の建材中の石綿含有の有無及び程度を判定する分析技術」の合格者
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講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL　https://www.bcsa.or.jp
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〈申  込  先〉
一般社団法人

東京都溶接協会
東京都江東区大島 3 ─ 1 ─ 11

産学協同センター内
TEL　03─3685─5448
FAX　03─3682─4902
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種類 講　習　名 2022年6月～9月

技
　
能
　
講
　
習

玉 掛 け 技 能 講 習

 茨城  6/16
 栃木  6/1　7/5　8/2　9/6
 埼玉  7/20　8/16　9/6
 甲信  6/1　6/16　7/4　7/28　8/25　9/21

床上操作式クレーン運転

 茨城  7/7
 栃木  6/21　7/12　9/20
 埼玉  6/14　7/27　8/23
 甲信  6/23　7/21　9/8

小型移動式クレーン運転  栃木  6/27　9/26　　 甲信  8/3

フ ォ ー ク リ フ ト 運 転
 栃木  6/10　6/14　7/19　8/23　9/12
 埼玉  6/2　7/6　9/13

ボ イ ラ ー 取 扱  南関東  8/1

特
別
教
育

ク レ ー ン 運 転 特 別 教 育
 栃木  6/7　7/26　8/8　9/29
 甲信  6/13　7/11　8/30　9/13

フ ル ハ ー ネ ス 型 安 全 帯
使 用 作 業 の 特 別 教 育

 福島  7/21
 いわき  6/2　8/31

安

全

教

育

安
全
衛
生
教
育

天井クレーン定期自主検査者  茨城  9/14　　 栃木  7/29　　 南関東  7/8
移動式クレーン定期自主検査者  甲信  8/6
移 動 式 クレ ーン 運 転 士  南関東  6/19　9/11
玉 掛 け 業 務 従 事 者  栃木  7/1
フォークリフト運転業務従事者  栃木  8/30

★ 日付は講習開始日です。詳細については、各事務所にお問い合わせください。
　出張講習のご要望も受け付けております。下記の各事務所にご相談ください。
　URL  https://www.bcsa.or.jp
ボイラ･クレーン
安 全 協 会 〒136−0071

江東区亀戸６−41−20
機缶健保会館２階

TEL　03−3684−5551
FAX　03−3685−2189 茨 城 事 務 所 〒300−0875 土浦市中荒川沖町２−６ツインビル３階

TEL　029−843−0740
FAX　029−841−1968

東 京 事 務 所 〒136−0071 江東区亀戸６−41−20機缶健保会館４階
TEL　03−3685−5445
FAX　03−3685−5746 栃 木 事 務 所 〒322−0016 鹿沼市流通センター46番地 TEL　0289−72−1717

FAX　0289−76−6090

千 葉 事 務 所 〒260−0013 千葉市中央区中央３−３−１フジモト第一生命ビル3階
TEL　043−222−2626
FAX　043−222−3434 甲 信 事 務 所 〒400−0212 山梨県南アルプス市下今諏訪610番９

TEL　055−287−9511
FAX　055−287−9512

埼 玉 事 務 所 〒330−0801 さいたま市大宮区土手町１−２JA共済埼玉ビル６階
TEL　048−643−1543
FAX　048−643−1524 福 島 事 務 所 〒963−0547 郡山市喜久田町卸３−39 TEL　024−963−1855

FAX　024−963−1866

神奈川事務所 〒221−0853 横浜市神奈川区鶴屋町3−35−1第2米林ビル7階
TEL　045−324−2860
FAX　045−316−8768 いわき事務所 〒971−8181 いわき市泉町本谷字作123 TEL　0246−58−9300

FAX　0246−58−9301
南 関 東
講習センター 〒136−0071

江東区亀戸６−41−20
機缶健保会館４階

TEL　03−3685−5222
FAX　03−3685−5746

※ 厚生労働大臣登録検査機関としてボイラー等・クレーン等、両方の性能検査を
実施しています。上記の各事務所にご相談ください。

「フルハーネス型安全帯
使用作業の特別教育」

─ 開催のご案内 ─
　平成31年２月１日以降は、墜落制止器具のう
ち、フルハーネス型のものを用いて行う作業は、
特別教育が必要になりました。
　当協会でもフルハーネス型安全帯使用作業
に係る特別教育を実施しています。この機会に
受講のご検討をい
ただけますようご
案内申しあげます。
　受講に関するお
問い合わせは、下
記の開催事務所の
電話番号にお願い
いたします。


